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このたび，日本表面真空学会より名誉会員の称号をい

ただきました。長年にわたり学会活動に携わる中で，数

多くの経験を重ね，素晴らしい仲間と出会い，共に歩ん

でこられたことに心より感謝申し上げます。学会活動を

通じて築かれたつながりは，かけがえのない宝です。議

論を交わし，共に苦労を乗り越え，笑顔を分かち合った

仲間は，最も大きな財産であり，名誉会員という称号は

その象徴であると受け止めています。

庶務として法人化の準備を進め，編集委員会ではウェ

ブ投稿システムの立ち上げにとりくみ，各種行事の企画

や運営にも携わりました。いずれも学会の活動を支える

重要な基盤であり，その経験は学会運営の多様な側面を

知る貴重な機会となりました。会長を務めた 2 年間は，

新型コロナウイルス感染症が広まる時期と重なり，こう

した学会活動の形そのものを大きく見直さざるを得ない

状態にも直面しました。限られた状況の中で，オンライ

ンによる講演大会や委員会のあり方など模索を重ねまし

たが，その後こうした仕組みが社会全体に広く浸透し，

学術交流の新しい形として定着していったことは，まさ

に隔世の感があります。

研究生活を振り返れば，ベル研究所への留学，走査プ

ローブ顕微鏡と光を融合した研究など，興味に導かれて

積み重ねてきた挑戦が，自身の世界を大きく膨らませて

きました。学会を通じて得られたつながりは，宝である

と同時に力強い支えでもあり，その力をバネに，次世代

がさらに成長できる環境づくりを後押ししつつ，なおし

ばらく研究に取り組み，これまでの歩みを集大成したい

と考えております。

本学会の活動領域は年々広がり，多様な視点が融合し

て新しい世界を切り拓いています。海外の研究者と互い

に刺激し合う中で，日本の研究者コミュニティが果たす

役割の大きさを実感するとともに，未来への責任も感じ

ます。本学会のさらなる発展と，会員の皆様のご健勝・

ご活躍を心より祈念いたします。
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